
 
 

                

        

大
曽
根
議
員 

平
成

21
年
４
月
の
値
上
げ
で
、

「
前
年
の
年
収
２
０
０
万
円
（
月
収

16
万
７
千
円
）、

固
定
資
産
税
４
万
円
、
３
人
家
族
」
で
、
保
険
料
は

１
８
２
、
６
０
０
円
か
ら
２
２
０
、
９
０
０
円
に
な

り
ま
し
た
。
あ
ま
り
に
も
高
す
ぎ
ま
す
。「
高
す
ぎ
て

払
え
な
い
」
と
悲
鳴
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。 

 

他
市
で
は
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
増
額
し

て
保
険
料
を
軽
減
し
、
国
保
加
入
者
の
医
療
を
守
っ

て
い
ま
す
。繰
入
額
の
平
成

21
年
度
の
県
平
均
は
７
、

２
１
０
円
、
水
戸
市
３
、
８
０
２
円
、
ひ
た
ち
な
か

市
８
、
７
８
８
円
に
対
し
、
日
立
市
は
１
、
６
８
５

円
と
毎
年
極
端
に
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
一
般
会
計 

      

こ
の
制
度
は
、
市
民
が
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
（
内

装
、
塗
装
、
畳
な
ど
）
を
地
元
の
業
者
や
工
務
店
に

注
文
し
た
と
き
、
費
用
の
一
部
を
市
民
に
補
助
す
る

制
度
で
す
。
助
成
額
は
自
治
体
に
よ
り
工
事
費
の
５

～

10
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

30
万
円
を
超
え
る
工

事
に
一
律

10
％
の
自
治
体
も
あ
り
ま
す
。
工
事
を
地

元
の
建
築
業
者
や
工
務
店
に
発
注
す
る
た
め
、
仕
事

が
減
っ
て
困
っ
て
い
る
業
者
か
ら
歓
迎
さ
れ
て
い
ま

す
。
大
曽
根
議
員
は
再
三
に
渡
っ
て
こ
の
制
度
の
整

備
を
要
求
し
て
き
ま
し
た
。
下
妻
市
で
は
平
成

22
年

度
３
０
０
万
円
の
予
算
を
充
て
ま
し
た
。
受
付
開
始 

        

か
ら
国
保
会
計
へ
の
繰
り
出
し
を
県
平
均
ま
で
引
き

上
げ
て
、
保
険
料
の
引
き
下
げ
を
す
べ
き
で
す
。 

樫
村
市
長 

国
保
会
計
へ
の
繰
り
入
れ
増
に
つ
い

て
は
、
一
般
会
計
の
財
源
は
国
保
加
入
者
以
外
の
世

帯
も
負
担
す
る
税
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
慎

重
を
期
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
低
所
得
者
世
帯
の
負

担
は
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
実
態
調
査
し
て

改
善
を
検
討
す
る
。 

大
曽
根
議
員 

現
在
は
社
会
保
険
の
方
も
、
退
職

す
れ
ば
大
半
は
国
保
に
加
入
し
ま
す
。
国
保
は
全
市

民
的
な
保
険
で
す
。
繰
り
出
し
金
を
県
平
均
に
引
き

上
げ
る
こ
と
で
保
険
料
引
き
下
げ
は
可
能
で
す
。 

     

か
ら
数
日
で
申
請
枠
が
一
杯
に
な
り
、
工
事
費
総
額

は
予
算
額
の

20
倍
以
上
の
７
千
万
円
に
達
し
ま
し

た
。
市
民
や
業
者
か
ら
継
続
を
望
む
声
が
多
く
、
市

は
来
年
度
も
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

 

建
設
業
者
の
仕
事
確
保
を
応
援
す
る
こ
と
で
地
域

経
済
の
活
性
化
を
図
り
、
市
民
は
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る

こ
と
で
生
活
の
質
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

産
業
経
済
部
長
は
、
「
地
域
経
済
に
一
定
の
効
果

が
期
待
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
引
続
き
研
究
を

重
ね
ま
す
」
、
と
前
回
と
同
じ
答
弁
に
終
始
し
ま
し

た
。 

      

新
年
度
予
算
総
額
は
６
１
８
億
円
の
規

模
で
す
。 

①
日
立
港
区
整
備
事
業
の
な
か
で
、
公
有
水

面
埋
立
免
許
願
書
作
成
業
務
委
託
４
、
２
０

０
万
円
に
つ
い
て
た
だ
し
ま
し
た
。 

 
こ
の
事
業
は
日
産
や
ベ
ン
ツ
車
な
ど
増
加

す
る
完
成
自
動
車
取
り
扱
い
に
対
応
す
る
た

め
、
県
と
市
が
共
同
し
て
、
第
３
埠
頭
区
を

第
２
埠
頭
と
一
体
化
す
る
形
で
の
整
備
を
行

い
、
約

12
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
を
創
出
し
、

モ
ー
タ
ー
プ
ー
ル
に
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。 

 

こ
の
先
、
何

10
億
円
か
か
る
か
わ
か
ら

な
い
事
業
に
、
総
事
業
費
、
市
負
担
額
を
議

会
に
も
示
さ
ず
事
業
に
踏
み
出
す
こ
と
は
問

題
で
す
。 

 

い
ま
日
立
港
周
辺
に
は
７
つ
の
モ
ー
タ
ー

プ
ー
ル
が
用
意
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら

を
有
効
活
用
し
、
こ
れ
以
上
は
日
産
な
ど
利

用
者
が
自
ら
の
力
で
用
意
す
べ
き
で
す
。 

           

（
裏
面
下
段
へ
続
く
） 

３３ 月月定定 例例市市議議会会 報報告告   

 

３
月
定
例
市
議
会
が
３
月
２
日
か
ら
開
か
れ
ま
し
た
。
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
議

案
は
、
平
成
23
年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど

37
件
で
す
。
議
会
中
の
11
日
に
発
生

し
た
東
日
本
大
震
災
で
、
日
立
市
も
大
き
な
被
害
を
受
け
、
そ
の
対
策
に
追
わ
れ
る

な
か
、
17
日
の
最
終
日
を
変
更
し
、
委
員
会
審
査
、
採
決
を
お
こ
な
い
14
日
午
後

に
終
了
し
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
の
大
曽
根
勝
正
議
員
は
、
平
成

23
年
度
一
般
会

計
予
算
、
国
民
健
康
保
険
事
業
予
算
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
事
業
予
算
に
つ
い
て
、

の
計
３
議
案
に
反
対
し
ま
し
た
。 

 

一
般
質
問
で
は
、
(1)
高
す
ぎ
る
国
保
料
の
引
き
下
げ
を
、
(2)
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
の
整
備
に
つ
い
て
、
(3)
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
に
駐
輪
場
の
設
置
を
、
(4)
県

道
日
立
港
線
の
危
険
箇
所
の
抜
本
的
改
善
を
、
の
４
点
を
と
り
あ
げ
ま
し
た
。 

本
紙
は
、
日
立
市
議
会
定
例
会
を
中
心
に
議
員
活
動
の
概
要
を 

報
告
し
て
い
ま
す
。
ご
意
見
・
要
望
な
ど
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

３月号 
2011年3月28日 

 
市議会議員 大曽根勝正 
〒319-1222 
日立市久慈町4-7-5 
電話 0294(52)1570 

東日本大震災による原発放射能被害から農産物被

災支援を災害対策本部長（日立市長）に申し入れる

おおそね勝正市議（中央）と小林まみ子（右） 

＝2011年3月25日午前10時半ころ 

高
す
ぎ
る
国
保
料
の
引
き
下
げ
を 

 

市
長
「低
所
得
者
の
負
担
大
き
い
の
で
改
善
を
検
討
す
る
」 

一
般
質
問 

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
で 

地
域
経
済
の
活
性
化
を 

大
型
開
発
優
先
の 

新
年
度
予
算
に
反
対 

第
２
埠
頭 

埋め立て予定地 

（１２ヘクタール） 



      

大
曽
根
議
員 

シ

ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
の
施

設
と
し
て
、
新
た
に
マ

ー
ブ
ル
ホ
ー
ル
、
地
下

駐
車
場
、
新
都
市
広

場
、
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー

が
加
わ
り
ま
し
た
。
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
あ
ら
ゆ
る
人
々
が

安
心
し
て
利
用
で
き

る
、
生
活
と
文
化
を
テ

ー
マ
に
し
た
広
域
的

拠
点
施
設
と
し
て
、
期

待
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
「
利
用
者
専
用
の

屋
根
つ
き
駐
輪
場
の

設
置
」
が
、
必
要
と
考

え
ま
す
。 

生
活
環
境
部
長 

 

駐
輪
場
設
置
に
つ
い
て
は
、
設
計
段
階
か
ら
想
定

し
て
い
ま
せ
ん
。
自
転
車
利
用
者
は
、
駅
前
地
区
全

体
の
受
け
皿
の
中
で
対
応
し
て
い
る
よ
う
で
、
大
き

な
支
障
は
生
じ
て
い
な
い
。 

    

大
曽
根
議
員 

県
道
日
立
港
線
は
６
号
国
道
石
名

坂
交
差
点
か
ら
２
４
５
号
線
日
立
港
入
り
口
ま
で
の

道
路
で
す
。
道
路
構
造
は
片
側
３
・
５
メ
ー
ト
ル
の

車
道
に
２
メ
ー
ト
ル
の
路
側
、
そ
し
て
歩
道
が
整
備

さ
れ
て
い
ま
す
。
石
名
坂
方
面
か
ら
走
っ
て
く
る
と

久
慈
町
２
丁
目

37
地
点
で
急
に
２
メ
ー
ト
ル
の
路
側

が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
バ
イ
ク
な
ど
で
路
側

を
走
行
中
、
こ
の
地
点
で
、
車
道
に
移
動
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
同
方
向
へ
走
行
中
の
車
両
と
の
接
触
等

の
事
故
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
縁
石
に
衝
突
し
「
命
拾

い
」
し
た
バ
イ
ク
走
行
者
も
い
ま
す
。
茨
城
県
と
協

議
し
て
抜
本
的
改
善
を
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。 

都
市
建
設
部
長 

指
摘
さ
れ
た
と
こ
ろ
は
視
覚
的

に
も
危
険
と
感
じ
る
状
況
な
の
で
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

の
更
新
な
ど
一
定
の
改
善
を
図
っ
て
き
た
。
抜
本
的

な
対
策
を
含
め
、
更
な
る
安
全
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、

高
萩
工
事
事
務
所
と
協
議
し
て
い
き
ま
す
。 

                  

②
昨
年
購
入
し
た
、
港
湾
関
連
用
地
４
・

３
ヘ
ク
タ
ー
ル
約

10
億
円
に
た
い
し
て
、

新
年
度
に
、
必
要
な
地
盤
を
確
保
す
る
た

め
に
と
い
う
理
由
で
、
９
、
５
０
０
万
円

の
予
算
を
つ
け
ま
し
た
。 

 

購
入
す
る
前
に
地
盤
調
査
を
し
て
対
処

す
べ
き
だ
っ
た
の
に
、
購
入
し
て
か
ら
「
必

要
な
地
盤
確
保
の
た
め
に
地
盤
改
良
す
る
」

と
い
う
予
算
は
、
計
画
性
の
な
い
、
ム
ダ

な
「
高
い
買
い
物
」
を
し
て
い
る
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。 

     

 

新
年
度
か
ら
日
立
電
鉄
線
跡
地
を
活
用

し
て
大
み
か
駅
―
旧
久
慈
浜
駅
間
を
バ
ス

専
用
道
路
と
し
て
整
備
す
る
計
画
で
す
。

こ
の
バ
ス
の
起
終
点
と
し
て
、
バ
ス
の
展

開
広
場
、
ト
イ
レ
、
駐
車
場
な
ど
の
交
通

タ
ー
ミ
ナ
ル
を
、
お
魚
セ
ン
タ
ー
西
側
の

日
立
港
都
市
開
発
用
地
に
整
備
す
る
こ
に

つ
い
て
、
当
局
は
「
常
磐
自
動
車
道
や
他

の
幹
線
道
路
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
性
を
い
か

す
こ
と
で
、
お
魚
セ
ン
タ
ー
、
久
慈
サ
ン

ピ
ア
日
立
な
ど
の
活
性
化
に
寄
与
で
き
る

と
期
待
し
て
い
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

 

整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
平
成

23
年
度

は
測
量
お
よ
び
設
計
。
ト
イ
レ
、
駐
車
場

に
つ
い
て
は
平
成

24
年
度
の
新
交
通
の

供
用
開
始
に
あ
わ
せ
利
用
で
き
る
よ
う
に

進
め
る
と
答
え
ま
し
た
。 

 

シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
利
用
者
の 

た
め
の
駐
輪
場
の
設
置
を 

県
道
日
立
港
線
の
危
険
箇
所 

の
抜
本
的
改
善
を 

一
般
質
問 

つ
づ
き 

お
魚
セ
ン
タ
ー
西
側
に 

ト
イ
レ
、
駐
車
場
整
備 

災害を受けた方への各種支援について 

 １．国の制度 「被災者生活再建支援制度」 

 被害者生活再建支援法に基づき、住宅の被害程度と再

建方法に応じて定額支援金を支給するもので、基礎支援

金と加算支援金に分かれています。 
 （1）基礎支援金 

全壊と解体、長期避難 100万円 

大規模半壊       50万円 

 （2）加算支援金（住宅の再建方法に応じたもの） 
建設、購入      200万円 

補修         100万円 

賃貸          50万円（公営住宅を除く） 

 ２．県の制度 「茨城県災害見舞金制度」 

 対象となる被害は、被災者生活再建支援制度において、 

支援対象外の「半壊」のみ。 

   支給額：3万円 

 ３．市の制度 「日立市災害見舞金」 最大額 5万円 

   全壊・全焼：2万円（世帯人数により異なる） 

   半壊・半焼および床上浸水：1万円 

  社会福祉協議会の見舞金 

   日立市災害見舞金の支給により自動的に支払い 

（1/2の額） 

 ４．日立市の新たな支援制度（案） 

 （1）今回の地震の特徴のひとつである、津波による災害

の被災の対象者の生活再建を支援する補助として設

定する。 
 （2）上記１の「被災者生活再建支援制度」の対象となら

ない、床上、床下浸水、屋根、塀等の修繕にかかる

費用を補助する。 
 （3）産業経済部の支援（商工・水産）は、別途調整する。 
 （4）被災者支援の窓口を設ける。 
 これらは日立市が示したものですが、被災者支援に関す

る支援は他にもたくさんあります。 
 市の相談窓口、および日本共産党に声をかけてください。 

イトーヨーカドー（ピタッチ館）側に雑然と置かれる自転車 


